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１． 目的 

 本研究では，ハードル走授業において「できる

だけ早くゴールへ到達する」という運動目的を達

成するために，学習者は，どのようなことを運動

課題として理解し，どのような運動技術を必要と

捉え，どのように獲得・習熟するのかという認識

について明らかにすることを目的とした． 
 

２． 研究方法 

１） 対象者：都内 F 小学校第６学年（38 名）． 
２） 調査方法：令和３年９月にハードル走授業

を実践．実践前後にハードル走の運動技術

に関する質問紙調査を実施．また，毎時間

の学習感想文の記述及び授業映像を記録． 
３） 分析方法：質問紙調査の結果は SPSS を用

いた統計分析．学習感想文は．授業映像と

すり合わせながら，記述にみられる認識対

象にコードをつけ，類似するもの同士をカ

テゴリーとして生成する感想文分析． 
 

３． 結果と考察 

１）  ハードル走の運動技術に関する授業実

践前後の意識を比較するために t 検定を行

った結果，いくつかの項目に有意差がみら

れた（図１）．学習者は，細かい動作ではな

く，１台目まで加速して減速の少ない踏み

切りをすること，空中から着地をスムーズ

につないで少ない歩数でインターバルを走

ること 
の重要 
性を意 
識して 
いると 
考えら 
れた． 

２）  感想文分析の結果，学習者の認識には運

動目的を達成するための運動課題として

「より速く少ない一定歩数」の重要性を理

解し，それを解決するための運動技術を見

出し，身体操作を工夫して獲得・習熟する

という運動技術の階層性がみられた． 
３）  特に跳動作から走動作へ運動組み合わ

せが求められる着地局面において，空中局

面から着地後の疾走動作を意識する運動の

先取りを行い，シザース動作（脚の挟み込

み動作）をすることによって「終末局面と

準備局面を中間局面に融合（マイネル，

1981）」する局面融合をスムーズに行おう

とする認識がみられると考察された（図２）． 
 
 
 

 
 
 

 
 

４． 結論 

本実践における学習者には，「より速く少ない一

定の歩数」で走り通すことを運動課題として理解

し，そのために，走運動と跳運動の運動組み合わ

せが求められる踏み切り・着地技術を中心に，身

体操作を工夫して獲得・習熟する認識がみられる

と明らかになった．そこには，運動技術の階層性

に関する認識，着地局面において局面融合及び運

動の先取りに関する認識がみられると示唆された． 
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